
建設技術審査証明（土木系材料・製品・技術、
道路保全技術）取得
（建技審証第0224号）
一般財団法人　土木研究センター
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種　類 呼び名 外径
D

高さ
H

厚さ
D1

参考重量
（kg）T1 T2

床

版

斜

壁

3号 MM3TP 1700

300

135 100 900 1150

L3号 MML3TP 1920 145 110 900 1660

4号 MM4TP 2060 165 130 900 1990

L4号 MML4TP 2280 175 140 900 2600

5号 MM5TP 2500 185 150 900 3280

※開口部D1は600、1200とすることもできる。

種　類 呼び名 外径
D

高さ
H

厚さ
D1

参考重量
（kg）T1 T2

床

版

斜

壁

1号 MM1TPN-6 1084

300

127 92 600 420

2号
MM2TPN-6 1390 130 95 600 840

MM2TPN-9 1390 130 95 900 570

3号 MM3TPN 1700 135 100 900 1150

L3号 MML3TPN 1920 145 110 900 1660

4号 MM4TPN 2060 165 130 900 1990

L4号 MML4TPN 2280 175 140 900 2600

5号 MM5TPN 2500 185 150 900 3280

※MM3TPN～MM5TPNの開口部D1は、他の径とすることができる。

下記の機種を推奨します。
　三和機材㈱製	 ART－200TE型
　三和機材㈱製	 ART－250TE型
　長野油機㈱製	 PCM－150型
　㈱スミテックエンジニアリング製	 LMV－2000RⅡ型
　㈱広和製	 KBE－20型

【その他の部材】

（溶接接合用）

（無溶接接合用）

【溶接接合、無溶接接合】
土質名 適用範囲 備考

砂質土 N≦50

粘性土 N≦30

礫質土 N≦50 礫径200mm以下

備考 1 .　	工事箇所の土質区分は、土質調査、周辺工事の土質、
地形等により判定する。

　　 2 .　	土質区分は、砂質土および粘性土、礫質土とする。
　　 3 .　	掘削断面内に異なる 2種類以上の土質がある場合、

土質区分別に適用する。
　　 4 .　	土質によっては、浮力または沈下に対する検討を要

する。
　　 5 .　	礫径は実際に出てくる最大礫径のことであり、ボー

リングデータの礫径とは異なる。

床版斜壁　(無溶接接合用）
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種　類 呼び名 D1 D2

Ｓ
Ｐ
カ
ラ
ー

1号 MM1JSP 1140 1164

2号 MM2JSP 1446 1470

3号 MM3JSP 1756 1780

L3号 MML3JSP 1976 2000

4号 MM4JSP 2116 2154

L4号 MML4JSP 2326 2364

5号 MM5JSP 2536 2574

ケーシング接続金具（SPカラー） （無溶接接合用）
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⑧　人孔設置⑦　ステップ取付

③　掘削、圧入状況

⑤　仮設ケーシング据付 ⑥　底版コンクリート打設

①　圧入機据付設置 ②　刃口、側塊設置

④　側塊接合状況






